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小樽市議会議員 安斎哲也の活動報告紙 

あんてつ通信第５１号 
２０１７年７月１０日発行 

 
※運河清掃の幟と Tシャツが完成しました。 

第２回定例会が閉会しました。 
 ６月６日に開会した第２回定例会が、１日の延期
を含め２７日で閉会しました。市長提案の補正予算
や条例改正などの議案を可決・承認しました。 
 市長提案議案は、一般会計補正予算７,１２３万１,
０００円と職員退職手当や市税条例、市営住宅条例
などを改正する条例案など。補正予算には、保育料
軽減のための関連予算が盛り込まれましたが、これ
は市長公約の「第３子以降の保育料を無料化」では
なく、北海道の補助制度を活用した３歳未満の第２
子以降分の無料化（年収６４０万円相当未満世帯対
象）。また、周産期医療支援事業費補助金も盛り込
まれましたが、これも小樽協会病院に対する婦人科
外来診察と妊婦健診に係る支援で、市長公約ではあ
りません。今回、質疑及び一般質問しましたが、市
長がいつも「政策議論をしたい」と言いますが、具
体的に質問すればするほど「表現が出来ない」など
と逃げ回る姿勢ばかりでした。公約の中においても、
もともと前体制下で３ヵ年計画をつくり予算も決
まっていたのであったり、産婦人科医の働きやすい
環境を整えるとした公約は、「必ずしも産科医から
ではなく、お医者さんから聞いている話」（市長）
とのこと。また「老健施設の充実」の公約に対して
は、「仮定の話は表現出来ない」と逃げてしまいま

した。仮に答えられないならば、市の予算も計画も
全て仮なのにそれは自身が議会に計上し答弁する
のに、都合の悪いことは逃げ回るという姿勢はいか
がなものでしょうか。 

言行不一致の市長に最後通告。 
 この定例会で小樽市の公共交通問題について表
面化しました。この問題は、小樽市に本社を置き市
内一円くまなく路線を巡り長きに渡って市の公共
交通を維持確保を担ってきた中央バスから、市に法
定協議会の設立をとの要請があったことからです。
「地方公共交通活性化及び再生に関する法律」にお
いて、地方公共団体は、公共交通事業者等その他の
関係者と協力をし、相互に密接な連携を図りつつ主
体的に持続可能な地域交通網の形成に取り組まな
ければならないとなっています。 
 森井市長就任後、昨夏までの間に十数回にわたっ
て申し入れがなされました。しかし、森井市長体制
において市内バス路線に対する取り組みが遅々と
進まず、中央バスと市長とのトップ会談が持たれま
した。この中で、中央バスからは、法定協議会の早
期設立とふれあいパスの事業者負担解消について
要請がありましたが、市長は、その定例会の答弁に
おいて「（ふれあいパス）について言及そのものが
無かった」と、平気で虚偽答弁をしました。これに
は事業者も「異なる答弁」と抗議しています。 
 また、さらに、市長は、事業者の要請に対し「赤
字覚悟の事業を事業者が無条件で受入れなければ
協議会を開催出来ない」「市全体の協議会開催には
時間がかかる。急がば回れだ」と発言をし、事業者
から一層の不信を招きました。本質の問題は「法定
協議会の早期設立」ですが、市長はその後の文書の
回答においても、市議会での市長公約に対する答弁
と同じように、抽象的な表現ばかりで、さらには、
何ら明確な根拠も示さずに銭函地区をモデル地域
に選定し調査・研究をするという回答。小樽市議会
の答弁でもこの２年間、自身の公約でありながらも
具体的内容についての質問にずっと調査・研究を繰
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り返してきましたが、対民間事業者にも同じように
先延ばしする対応。 
 これら市長の言動に対し、事業者から「何も見出
せず時間ばかり経過するだけ」と見切り、「路線の
改廃等の抜本的な見直しを進めざるを得ない」と最
後通告とも取れる公文書が提出され、６日付の資料
にも示されました。そして実施の際には市の関係部
局に通知されるだけとのこと。このまま森井市長体
制が続くことになれば、地域の公共交通は守られる
ことなく、より一層問題が大きくなることになりま
す。なお今月にはこの問題における建設常任委員会
が開かれる予定です。市長の答弁に注視されます。 

市長公約達成度を考えてみました。 
 ２年の折り返しとなりましたが、私が一昨年に
「市長公約の達成度について公表しては」と議会質
問し「検討する」と答弁しましたが、その後何も進
んでいないことから、僭越ながら、議会答弁はじめ
各派の質疑の内容、施策の現時点での進行状況を勘
案し点数で表現することに致しました。 
 点数は、市長が記者会見で自己評価を「一生懸命
頑張っているから１００点」としたことから、簡単
に「１００点満点」を市長任期１期４年なので４分
割し点数を配してみました。 
＜安心で安全な街作りを実行！＞ 
●皆様の信頼を取り戻すために、市政の現状をオー
プンに。良いことは良い、悪いことは悪いと市民目
線で取り組める市政を築き上げていきます。⇨市政
の現状はほぼネット公開され、私の資料要求は何度
も拒み、情報を隠したこともあり 【０点】。 
⇨ただし、参画の意味合いでは、市民が市の審議会
などに参画する機会を拡充した点は【２５点】 
⇨市民目線では、月額３０万円の報酬で後援会幹部
を参与として雇用したこと、後援会関係者を優遇す
る行政判断、後援会関係者のところだけが増額する
貸出しダンプ制度変更案を作ったこと、後援会ファ
ースト的な市政運営をしているため【０点】。 
●市民の雪捨て場の増設を行い、除雪拠点の見直し

増設を行います。⇨市民の雪捨て場の増設は現時点
で実現出来ておりませんが、除雪拠点の見直し増設
は良いか悪いかは別として実施したので【２５点】。 
●除雪出動態勢を１５cm から１０cm にし、すぐ
に出動できるよう、よりきめ細やかな除排雪に取り
組み、ガタガタの道路を解消するため路面整正を行
います。⇨出動基準は引き下げたので【１００点】 
⇨よりきめ細やかな除排雪は、出動基準を引き下げ
たことにより置き雪は前体制よりも増え、排雪も抑
制していることから路面の雪山は高く冬休み後の
通学時期にも間に合わず危険な状況が数々あった
こと、市長自身が現場に出て排雪作業中止を示唆す
るような行動を取ったことなどからも【０点】。 
⇨ガタガタの道路を解消は、バス通りにおいては頻
繁に路面整正を入れている現状もあり【７５点】。
●防災無線の整備など先を見据えたしっかりとし
た防災対策を行い、AED を計画的に設置します。
⇨防災無線の整備は一定進んでいますが、先を見据
えた防災対策は取り組まれていないため【２５点】。 
⇨AEDは前体制から計画的に設置しており【０点】。 
●子どもや高齢者も安心して歩けるよう、防犯設備
を強化し、ＬＥＤ街灯の増設、設置を急ぎます。⇨
LED 街灯は、すでに中松体制で３ヵ年計画を策定し
予算化しており、これを知らずに公約に掲げていた
ことを議会答弁で述べたため【０点】。 
＜子育て支援と高齢者対策の充実＞ 
●小学生までの医療費を無料化、また第３子以降の
保育料を無料化し、子育て世代の負担を軽減します。
⇨医療費無料化には達成していないものの１割助
成までは実施したことから【５０点】 
⇨保育料無料化は北海道の助成制度を使い所得制
限を設けた形で一部実施のため【５０点】 
●安定した周産期医療実現に向けて、産婦人科医の
働きやすい環境を整え、支援を強化します。⇨北後
志周産期医療協議会が設立され関係機関との情報
共有をし、協会病院の分娩再開に向けた支援体制を
整えていることから【２５点】。 
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⇨産婦人科医の働きやすい環境は、産婦人科医では
なく知り合いの医師から聞いた話であり【０点】。 
●医療機関と連携し小児検診の充実を図り、また高
齢者の病気予防と健康増進に向けて取り組みます。
⇨これについては前体制の施策を引き続き実施し
ているだけであることから【０点】。 
●銭函駅、南小樽駅のエレベーターの設置、バリア
フリー化を行い、JR 快速の停車を含めた交通網の
再構築を図ります。また銭函市民センターの設備の
充実など生活環境に即した政策を行っていきます。 
⇨銭函駅のエレベーター設置とバリアフリー化に
ついては前体制から交渉が行われ、森井体制に移行
後予算化されたことから【２５点】。 
⇨南小樽駅周辺地区バリアフリー基本構想を策定
したことから一歩前進したため【２５点】。 
⇨JR 快速の停車を含めた交通網の再構築は、JR 快
速の協議、中央バスの要請に応えず【０点】。 
⇨銭函市民センター設備の充実は話がなく【０点】。 
●札樽間の交通アクセス、利便性の向上。⇨法定協
議会設立が遅々として進まず【０点】。 
＜中心市街地整備再開発と空き家対策実行＞ 
市営住宅も建設し危険な駅前広場の再開発も実行
します。 
●空き家の解消に情報提供を行い、避暑地として活
用していただけるよう、色々な対策を行います。 
⇨空き家解消の情報提供はすでに実施済みで、避暑
地の活用の対策が表れていないことから【０点】。 
●中心市街地に市営住宅を建設し、中心部から街づ
くりを再構築します。⇨市営住宅の建設は私の質問
に対し「適地がない」と答弁し、事実上公約が破綻
しているため【０点】。 
⇨危険な駅前広場の再開発は、調査費を計上したこ
とから【２５点】。 
●小樽の素晴らしい自然環境を生かし老健施設の
充実に取り組んで行きます。⇨老健施設については
次期計画策定に向けて検討される、現時点の進捗が
ないため【０点】。 

＜小樽の教育改革を行います。＞ 
●ここ数十年間で低下してしまった児童・生徒の学
力アップを図ります。⇨就任後の議会質問において、
数十年間で学力観が変わり学力テストもない数十
年前と何を持って比較しているのか根拠がないた
め【０点】 
●情操豊かな人間形成に重点をおき、芸術や文化の
向上を推進します。⇨同様の考えで取り組みを進め
てきた教育長を副市長に迎えたことも含め【５０
点】。 
●子どもの自然や歴史体験の機会を増やし、語学学
習・図書館の活用、日常習慣の改善とともに、命の
大切さ、街の素晴らしさを子どもたちに伝える施策
を実行します。⇨ALT の配置人数を増加したこと、
図書館司書の配置を増員したことなどから【５０
点】。 
●姉妹都市提携している国の言葉を中心に学ぶ機
会を創出。国際社会に対応できる仕組み作りを行っ
ていきます。⇨英語教育の充実は図られてはいるも
のの、他のロシア・ナホトカ、韓国・ソウル市特別
区の母国語の言葉を学ぶ機会は創出されず、隔年の
視察団派遣のみに留まっていることから【２５点】。 
●子どもたちの体力向上を図れるよう小樽公園に
駐車場やプールを建設し小樽運動公園に変えてい
きます。またスポーツ選手との交流機会を創出。 
⇨プール建設は今年度調査費を掲げてはいるもの
の任期中に「建設」まで辿り着けないため【２５点】。 
⇨スポーツ選手との交流機会は、自らの営業ではな
いもののバスケットとフットサルのプロチームと
の交流を開催したことから【２５点】。 
●スポーツや運動を通じて、心身の健やかな成長を
図ります。⇨この公約の意図するところを把握出来
ないため点数はつけられません。  
＜街が元気になる経済対策を実行＞ 
●市場のみなさんや商店街の方から特産品や水産
物を小樽市が買い上げ、ふるさと納税をした方に進
呈し、更にふるさと納税の増進を図ります。 
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⇨一定程度実現していることから【７５点】 
●様々なイベント誘致、企業誘致などを拡大。中小
零細企業へより大きな助成支援を行い、経済波及効
果を上げる政策を展開していきます。 
⇨イベント誘致ともに企業誘致は拡大出来ており
ませんが、IT 関連企業を誘致するための予算を計上
したこと、「中小企業振興基本条例」の策定に向か
って進んでいることから【２５点】。 
 
厳しめな点数かと思われますが、客観的に施策の進
行状況と議会答弁を基に配しております。あくまで
も市長公約についての点数で、前体制から引き継い
だ施策を継続していることは申し述べておきます。 
６月の主な活動 
◼３日 祝津にしん群来まつり 

 今年は、青の羽のチャ
リティ企画としてにし
んを無料配布しました。
にしんを広く PR し、そ
して海の遭難救助ボラ

ンティアの方々の活動を支える一助になればと思
ってでした。私は、そのにしん焼きのための炭起こ
し担当をしました。若干天気には恵まれませんでし
たが、祝津の前浜が多くの人で賑わいました。 

◼９日 稲穂小３年生と手宮線沿いの花植え 
 理事を努める鉄道保
存会が取り組む手宮線
沿いの花植え作業に参
加しました。保存会のボ
ランティアさんはじめ

セブンイレブン小樽地区の代表の方々とともに、稲
穂小 3年生たちがたくさん協力してくれました。子
どもたちの笑顔がいっぱいで植えられたお花たち
が元気に育ってくれたら、ここを通る市民や観光客
の方々も喜んでくれると思います。 

◼２４日 0 歳からのジャズライブ in OTARU 
 200 名を超えるご家
族の皆様にご参加頂き、
盛況のうちに終えるこ
とが出来ました。本物の
生演奏を聴きながら立

ったり走っても怒られることなくただ楽しめる空
間づくりを目指したイベント。桂岡合唱団の皆さん
とステージ前に出てくれた子どもたちなど皆さん
と笑顔いっぱいのハッピーな空間となりました。  

６月の活動クリップ 

 １日 NPO 法人小樽体育協会「スポーツフェス」実行委 

 ３日 運河清掃／祝津にしん群来まつり 

 ６日 平成２９年第２回定例会開会（市長提案説明） 

 ７日 自然学校開業研究会第１回勉強会  

 ８日 観光協会冬季イベント実行委／市民体育大会総会 

 ９日 稲穂小３年生と手宮線花植え作業 

１０日 小樽稲荷神社例大祭本祭（９日～１１日）  

１２日 第２回定例会代表質問（１３日も）  

１４日 無所属議員質疑／各派一般質問（１５日も） 

１７日 商大社会連携実践教育第６回演習 

２０日 小樽龍宮神社例大祭宵宮祭（流星刀奉納） 

２１日 第２回定例会各常任委員会 

２４日 ０歳からのジャズライブ／大人の絵本カフェ 

２５日 ベイエリア祈願祭／ジャナグルウエルカムパーティ 

２７日 第２回定例会本会議（採決） 

２８日 小樽水泳協会成人水泳教室 

２９日 アメリカ独立記念日レセプションパーティ 

第９回あんてつと語る会（議員懇談会） 
今回は６月の議会報告と活動報告を致します。 

日時：８月 2日(水)１８：３０～２０：００ 

会場： 錦会館（小樽市錦町１０-１０） 

編集発行：安斎哲也 携帯：090-1642-2012 

Email：te28anzai@gmail.com 

HP：http://te28anzai.com/ 

 


